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近代京都における郊外住宅地に関する研究 
―あめりか屋・熊倉工務店の作品を通してー 
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This paper discusses the suburban residence in Kyoto. This paper consists of four parts. First, Formation of 
Kyoto before Meiji Era is summarized. Second, in 1910’s it is investigated how housing development 
progressed. And third, The difference of two companies is considered. Last, The comparative analysis of the 
work of two companies is made. 
Key Words : suburban residentaial area,amerika-ya, kumakura koumuten,   
 
 
１． はじめに 
昭和初期に建てられた近代洋風建築は近年保存・活用
運動が盛んになっている町家と同じように価値あるもの
だと考えられつつある一方で、実際の所有者が価値に気
づかずにいる。近代洋風建築の中の住宅は、大正から昭
和にかけては、一般大衆にも広まってきた。これらをけ
ん引したのは、高等教育をうけた俸給生活者である所謂
中流階層の人々であった[1]。京都においては、1920 年代
に郊外化が急速に進んでいく。京都においても、郊外住
宅に住み始めたのは、大学教員や画家、映画俳優であっ
た[2]。 
（１）研究目的 
 京都の洋風住宅は、当初、建築家によって導入される
が、新たなモデルとして需要に応じて供給するのが、住
宅施工会社の役割で、京都では、あめりか屋と熊倉工務
店が担っていた[3]。これまでの京都郊外の既往研究では、
住宅地に焦点を当てているが、その土地にどのような住
宅が建てられたのかを論じたものは少ない。また、中心
的役割であった 2 つの工務店の違いについても述べられ
たものはほとんどない。そこで、本論文では、あめりか
屋と熊倉工務店との相違点、また住宅が開発地区とどの
ような関係で建てられたかを出来る限り明らかにしてい
きたい。 
（２）研究対象と方法 
 平成 18（2006）年に『京都市近代化遺産(建造物等)
調査報告書』が京都市によってまとめられている。これ
らのデータの中から、京都市で中心的役割を果たした、
熊倉工務店、あめりか屋が設計施工した物件 30 件のう
ち、ゼンリンや現地場所調査を通して位置が確認出来、
図面が入手できた 13 件を分析対象にする。図面は、京
都市近代化遺産(建造物等)調査報告書』に掲載されてい
る場合はそのものを使用する。また、記載のないものは、
住宅改良を目的とした組織（住宅改良会）が大正 5
（1916）年～昭和 18（1943）年にほぼ毎月機関誌として
発行していた雑誌『住宅』に記載されているものを使用
する。これらの建築年代は、昭和初期～昭和 13 年まで
であるため、大正年代は、大正 10～昭和 28年までの時
代変遷を追う。また、これらの物件の建っている地域に
ついては、「都市計画図」、「京都土地区画整理事業概
要」、すべての地区を網羅できた資料ではないが 1927
年～1951年にかけて加執された「京都市明細図」、米軍
によって撮影された戦後の航空写真を用いて、物件のあ
る地域は、誰の手によってどのように開発が行われてき
たのか、開発の変遷や周辺環境との関係をもう一度整理
する。 
 
２． 京都郊外の前近代における立地 
（１）左京区 
京都市の北東部に位置し、平安時代から洛外であり、
賀茂川と高野川の三角州には、古くから下鴨神社が鎮守
し洛中の遊楽の地であった。近郊は、農村であった。地
形的な大きな特徴とは、花折断層と呼ばれる大断層が区
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の東側、南北方向に走っており、崖下に大きな扇状地が
広がっている。この地が北白川であり縄文時代頃からの
遺跡が発見され、古くから集落をなしていた。 
（２）北区 
京都市の北西部に位置し、北区の南端部大将軍地区は、
平安京内であったが、他はほぼ全域が平安京の北郊であ
った。四神相応の地形に対応して作られた平安京では、
北神の玄武が宿るところであり、船岡山の東側には、平
安時代に玄武神社が祀られた。地名に「野」が付くと、
水がかりが悪く、耕地化や水田化が困難な平坦地の地形
指し、船岡山周辺の緩傾斜段丘面に「野」の地名が目立
つ。平安京の周辺に拡がる「野」の地を「京都七野」と
呼び、平安時代初めは、桓武天皇以来の遊猟地の対象と
なっていることが多かったが、のちに葬送地として知ら
れるようになる[4]。近世には、豊臣秀吉によってお土居
が形成され、北区の洛中に含まれるエリアが増え、近郊
農村と都市化された地域が入り混じった地区となる。 
（３）右京区 
京都市北西部に位置し、平安京の洛外として、天皇陵
や貴族の別荘地として栄えた。中世には、衰退した貴族
の跡地を寺社が引き取り、竜安寺や等持院、妙心寺、仁
和寺が立てられた。また、丹波に隣接するため、洛中と
丹波を結ぶ物流の通過地点として栄えた。 
 
３． 京都郊外の宅地開発 
 民間の土地会社は、大正 15年の段階で、約 20社が存
在したと言われ、昭和 11年には、支社も含めて 42社を
数える[5]。一方、行政は、大正末年以降から昭和 10 年
までにおおよそ 220万坪の土地を宅地として新たに供給
した[6]。市の代執行地区 8 地区、京都府の助成 6 地区、
京都市の助成 18地区の計 32地区行った[7]。民間と行政
が調査対象地の開発概要は表 1－1となる。 
表 1－1 京都市郊外宅地開発概要 
日本土地商事 京都府 京都市代執行
下鴨泉川町 花園天授ヶ岡町 北白川小倉町
洛北土地区画整理
組合
東紫野土地区画整
理組合
金閣寺土地区画整
理組合
西第二地区
宅地化年 大正１１年 昭和初期 大正１５年 昭和５年 昭和７年 昭和６年 昭和７年
宅地化前の
土地状態
堤防 茶畑 水田 水田 水田 水田 水田
周辺環境に
よる影響
周辺の水田を避
ける計画
疏水 天皇陵 敷地神社
開発地区の
規模
46,296坪 3,500坪 20,000坪 71,400坪 168,500坪 85,581坪 86,859坪
敷地広さ
100～200坪 200坪 75～100坪 50～100坪 50～100坪 100～200坪 100～200坪
あめりか屋
物件数
2 2 1 2
熊倉工務店
物件数
1 2 1 1 2 1
京都市
民間 行政
京洛土地株式会社
(1)民間会社・京洛土地株式会社における開発 
 a)下鴨泉川町 
高野川に西側にあたるこの地区は、大正 5年に京洛
土地株式会社によって購入された。購入のきっかけとな
ったのは、賀茂川と高野川の流路は明治時代まで曖昧で
あり（図 1-1）、そこで大正５年に府の「大京都市」と
掲げた施策のひとつとして、両河川の改修・治水工事が
行われた[8]。当時、染料メーカーで巨富を築いていた長
瀬傅三郎は、改修によって生じる 3万坪の土地を無償で
手に入れることが目的で、府の施策に寄付した[9]。しか
し、内務省が私有地化に難色を示し、一部所有権をあき
らめ同年９月に許可を得、その後ただちに資本金 100万
円で京都財界人の 3名と共に京洛土地株式会社を設立し
た
10
。長さ約 3キロ、幅 50メートル前後の短冊状の土地
（図 1－1赤い囲み地区）で、大正 8年 2月に埋め立て完
了し、翌年 3月に京洛土地に引き渡され、以後順次造成・
分譲を行った[11]。この地には、熊倉工務店の宍戸邸が一
軒確認できた。 
 
図 1-1 明治 22 年頃(左)と大正 11 年頃（右）の下鴨 
 ｂ) 花園天授ヶ岡町 
 この地区は、昭和初期に開発された。丁度、北側に竜
安寺、南に妙心寺、東に等持院、西に仁和寺の寺に囲ま
れた地域である。大正 11 年の都市計画地図をみると、京
洛土地会社の開発地は、水田の真ん中が少し高くなった
茶畑である。また、グリッドは、土地の領域に関係なく
引かれており、東側の宅地の様子（図 1－3）をみると明
らかに、この地区の住宅の方が大きいことがわかる。土
地の使われ方から、こちらの方のヒエラルキーが高いと
推測できる。 
    
図 1－2大正 11年頃   図 1－3  1961年航空写真 
 (2)行政における開発 
 a) 東紫野土地区画整理組合 
賀茂川の西岸に位置し、東紫野土地区画の中心に南北
に流れる堀川を含む 168，500 坪の地域である[12]。この
地区の西側には、堀川が流れている（図 1-4）。地図を
年代ごとに追っていくと、堀川の東側から開発が始まり
昭和 11 年には、堀川が暗渠化され、幅 20ｍの堀川通り、
北大路通りの幹線道路の他、幅 10ｍの大宮通り、新町通
りが引かれ、他は 6ｍの道幅でグリッドが形成されてい
る。地形に関係なく計画された区画には、建物が密集し
て建てられている。 
b)西第二地区 
 金閣寺土地区画整理組合の南側に配置するこの区画は、
東側に紙屋川が流れその左隣に平野神社の参道からの集
落、敷地神社がすでにあった。この地区の西側の区画を
見てみると、グリッドが長方形ではなく折れ曲がった街
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区を持つものもあることが図２-32からわかる。これは、
敷地神社を中心に街区計画がされていることが分かる。 
西第二地区は、紫東野とは異なり、既存のモノを壊すこ
となく、それを基点に計画を立てている。この地区では、
あめりか屋の物件を 1 件が 100坪～200坪であった。 
（３）まとめ 
 民間の開発では、下鴨泉川町のように、堤防沿いを宅
地化する特異な例や、水田より高い土地を選んで開発が
進んでいたのに対し、行政は、東紫野の堀川を暗渠し計
画を始める暴力的なものから、西第二地区のように土地
の条件に影響されながら区画整備が進んでいった。 
 
３． 京都の中心的役割の工務店 
(1)あめりか屋 
明治 42 年、橋口信助によって設立された「あめりか
屋」はアメリカの影響を強く受けた住宅を設計・施工す
る我が国最初期の住宅専門会社である[13]。橋口は、幼少
期から、畳に座ることを基本として日本の伝統的生活に
批判的であった。平面構成は、玄関から直接「広間」を
経て、「客室」「食堂」へとつながる。「広間」と「客
室」は、間仕切りのない連続した空間で、「客室」と「食
堂」は引き込み戸で仕切られ、開けると大きな一部屋と
なる。この構成は、接客は女性・子どもを排除した格式
性を重視したものではなく、西欧の家族うち揃ったホー
ムパーティ的接客の場を橋口は想定していた。めりか屋
が造りだす和洋折衷住宅は、あくまでも純粋なアメリカ
住宅を基本とし、その中に畳や襖・障子といった伝統的
要素を組み込むが、撤去すれば直ぐにアメリカ住宅に改
造できるものであった[14]。中流階層の住宅がより合理的
に改良出来るために議論をし合う「住宅改良運動」も立
ち上げた。設計のプロセスは、新聞のあめりか屋住宅の
広告を見てみると、何度も打ち合わせを繰り返し、施主
の想いをくみ取ろうとしていることがわかる。事業が展
開していくにつれて支所を作っていき。大正 11 年に京都
へ支店がたされる。 
（２）熊倉工務店 
 明治 30（1897）年、熊倉順三郎は、京都市東山区五
条橋東 5丁目 476 の地で土木建築請負業を創業した。大
正 8 年に岸田吉太良が婿養子として入り、大正 11 年竣工
の京都帝国大学建築学本館の鉄筋組み立て工事を担当し
た際には、京大建築学科出身の建築家や教官やたちと親
交を持つきっかけとなった[15]。吉太良は。宮大工の父の
元に生まれ、幼い頃から建築に親しんできた。大正 14
年に太閤担を宅地開発した京都拓殖株式会社の吉田永三
の邸宅（図３-５、図３-６）の洋風住宅を初めて手掛け
た[16]ことを筆頭に、次々と洋風住宅の設計をすすめる。
あめりか屋の立ち上げた住宅改良運動に参加する反面、
民家住宅にも興味を持っていたことがうかがえる。これ
は、幼い頃から宮大工の父のそばで働いていたことが要
因だと考えられる。 
（３）まとめ 
 ２つの工務店の大きな違いは、住宅に対する考え方で
あった。あめりか屋は、西洋住宅を基本に考え、生活し
ていく上で西洋化にまだ対応しきれない部分を和の要素
を加えていくという考えである。しかし、この和の要素
は取り外すことが可能で、すぐに西洋住宅に戻すことが
出来るという方法を取っている。 
 一方、熊倉工務店は、西洋の新しきものも取り入れる
が、基本としては、伝統的もの、またはこれまでの生活
（和的要素）を考えている。しかし、古きものに固執し過
ぎるのではなく、合理的で対応できるものは取り入れて
いく方法を取っている。 
 
４． あめりか屋と熊倉工務店の住宅 
昭和 9 年（1934）11 月 15日～12 月 10日の期間、住宅
改良会主催で、京都市の洛西に位置する双ヶ丘の地で住
宅展覧会が行われた。会場は、嵐山電鉄（現京福電車）
の分譲地であり、閉会後に土地付きで分譲された。住宅
改良会、あめりか屋、熊倉工務店、千原工務店の 4 つの
会社が平屋と 2 階建ての 2 物件づつの計 8 件の住宅が出
展された。ここでは、あめりか屋と熊倉工務店の図面を
比較する。 
（１）あめりか屋の 2号住宅 
敷地は 121 坪で、建物は約 30 坪である。平面図をみる
と、東西に中廊下を通し、水回り・女中室と居室を区別
している。応接間と居間は洋室で居間兼寝室は座敷であ
る。しかし各居室を開放すると部屋を大きく有効活用で
きる。パブリック空間のみでなくプライベート空間にも
洋室を用い、扉を開放すると部屋を一つに大きく使える
計画は、バンガロー形式を基本として計画するあめりか
屋らしさを感じることが出来る。 
雑誌・住宅の誌面上では、「屋根裏そっくりを物置にと
った点が特徴的であり、それが夏の暑さ・冬の寒さを防
ぐよすがとなる。」[17]と講評されている。 
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図 1－4 2号住宅あめりか屋出展品 
 
（２）熊倉工務店の 4号住宅 
 熊倉工務店の平面図を見ると、西側に応接室、女中
室を配置し、北側に水回りを固め南東に居間・寝室・広
間を広く取っている。応接間のみが洋室で玄関に隣接し 
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ていることから、接客空間を明確化しプライベート空間
と区別している。居間・寝室は座敷であることから生活
空間は従来の生活の和式を採用していることがわかる。 
雑誌・住宅の誌面上では、「居間 8帖の前の広縁も日光
浴に気持ち良く、子どものある過程では子供の遊び場、
または主婦の仕事室ともなって大変便利だ。」[18]と講評
されている。 
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図 1－5 4号住宅熊倉工務店出展品 
 
４．結論 
 この論文では、第 1章、第 2 章で、京都の郊外住宅化
について整理した。金閣寺周辺や花園界隈では、近代に
入っても交通機関の導入が遅く、開発時期が遅かったが、
周辺に史跡等もあり、大きな区画を持った地区になって
いる。一方、洛北地区や東紫野では、洛中が近かったこ
ともあり、比較的早い段階から宅地化が進んでおり、ま
た一戸の敷地が、他にくらべて小さいことが分かった。 
 次に第 3 章では、あめりか屋と熊倉工務店の違いにつ
いて考察したが、大きく異なるのは、あめりか屋の考え
方の基本にはアメリカから持ち帰った西様式の考え方が
あり、その考え方に日本での生活に順応するように和の
要素を取り込んだ計画を行うという点であった。一方、
京都で創業した熊倉工務店は、和様式が基本の考え方に
あり、そこに時代のニーズに合わせて西洋式のものを取
り入れていくというやり方であった。しかし、2 つの工
務店に共通していることは、施主の想いを最大限に取り
込むという仕事の姿勢であった。 
 第 4 章は実際に、京都にある物件をみた。第３章を踏
まえてみると、それぞれの工務店の特徴が出ていること
が分かった。 
以上のことを図式化すると、以下にまとめられる。 
 
 
 
 
 
 
 
＜あめりか屋の場合＞     
 
                
 
 
 
 
               
   ＜熊倉工務店の場合＞ 
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